
ラテンアメリカ映・界の巨匠
トマス・タティヱレス・アレア監冒作畠

脚本・トマス・タティヱレス・アレ?

?ントニオ・ベニテス・ロホ

コンスタンテ・デイヱコ

マリア・エウヘニア・アヤ

-・マリオ・ガルシア・ホヤ
・ネルソン・ロドリゲス

・レオ・フロウヱル
出演・ヱンリケ・サンティヱステパン

ファニータ・カルデピージャ

レイナルド・ミラパジzス

ピセンテ・レフヱルタ

キューバ・ ICAIC{キューバE剣.聾衝・・a舟}

1878隼.作/カラー/ヴィスタサイズ
1.周随分YW鎗 ω・・シネマ・ライブラリー

⑮



ラテンアメリカ映溜界め巨匠

トマス・グテイ工レスーアレア監督作昂

脚本・トマス・グティエレス・アレア/アントニオ・べニテス・ロホ

コンスタンテ・ディエゴ/マリア・エウヘニア・アヤ

撮影・マリオ・ガルシア・ホヤ

編集出ネルソン・ロドリゲス

音楽園レオ・ブロウエル

出演・エンリケ・サンテイエステパン/ファニータ・カルデピージャ

レイナルド・ミラパジェス/ピセンテ・レブエルタ

キューバ・ ICAlceキューパ映画芸術・産業庁)1978年製作/カラー/

ヴィスタサイズ /1時間50分/配給側国際シネマ・ライブラリー

解説 ストーリー

トマス・グティエレス・アレア監督はキューノ《映画の建設者

であり、ラテンアメリカ映画界を代表する巨匠。 1928年ハパナ

に生まれ、ローマの映画実験センターでオ、オリアリズムの洗礼

を受け、革命後初の副編劇映画「革命の歴史J (1960) 、官僚主義

の痛烈な風刺「ある官僚の死J (1966) 、歴史にとり残された小市

民を描く 九、やしがたい記憶J (1969) などで、キューノ切央闘を

国際的にする。そのアレア監督が1959年 1 月の革命後、古い世

界のホ天国かに安住しようとして滅びゆく旧勢力を「ノレイス・

ブニュエノレ的フゃラック・コメデイJ

(マイケノレ・チャナン)の衝

撃で痛罵した傑作が「天医

の晩餐J (原題「生き残りしも

のたちJ) て、、ある。

1959年 1 月、キューパの独裁者ノずチスタは逃亡、カストロた

ちの革命が成功する O 多くのフ、ノレジ、ョワたちは国をはなれたが、

セパスティアンはじめオロスコ家の多くは国に留まる。オロス

コ家は15世1、己末にコロンフ、スがキューパに来て以来のスペイン

植民者を先但に持ち、広大な邸宅と農地を所有する旧家である。

彼らは革命は決して永続きしない、必ずアメリカの力でつぶさ

れると信じ、そのときが来るまでつ事命前の体制のままでがんば

り続けようとする。多くの召使や農犬をいままで通り働かせ、

カトリックの儀式もそのまま、華やかなパーティも昔通りだ。

そのパーティて、、知り会ったセパスティアンの娘フィナとピセン

テの結婚。 1961年 4 月、米CIAの傭兵部隊がキューノ{，こ侵攻、

オロスコ一家は狂喜したが、侵攻軍はたちまち敗北。 1962年10

月、ケオ、ディ大統領がソ連ミサイノレ配備を理由にホキューノヴす

鎖かを宣言、核戦争の瀬戸まわまでいくが、危機は凶避される。

オロスコ家の夢はつぎつぎに崩壊し、召使や農民は逃げ出す。

セパスティアンの死後、ピセンテが当主となった一家は、みず

から働かざるを得ない。飢えと狂気が。天国の晩餐かを滅びの

影てや染め上げていき、人聞は退化の道ぞ進む。そして彼らのれ

国か最後の日が…・・・。
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